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１．はじめに 

Intel Parallel Composer 2011（以下、Composer 2011）より Microsoft Visual Studio 2010（以下、

VS2010）をサポートするようになりました。VS2010 では、これまでの Visual Studio のバージ

ョンとは IDE の仕様が多少異なっており、それに伴って Composer 2011 に含まれる 「Visual 

Studio への統合」モジュールも、Visual Studio 2005 / 2008 用のものとは異なった仕様になって

おります。 

本ガイドでは、VS 2010 上での Composer 2011 の動作・利用方法を、VS2008 との違いも交え

ながら簡単に説明します。 

 
 

２．Visual Studio 上に表示されるツールバーについて 

VS 2010 上には、プロジェクトの切り替えなどに使用する Composer 2011 の「Intel C++」ツー

ルバーが表示されません。 

 

VS2010 上の Composer 2011 ツールバー： 

 
   
 「Intel C++」ツールバーがない 
 

  VS2008 上の Composer 2011 ツールバー： 「Intel C++」ツールバーがある 
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３．コンパイラーの切り替え方法 

VS2010 上で使用するコンパイラーの切り替え方法は以下の 3種類があります。 

①「プロジェクト」メニューから「Intel Parallel Composer 2011」－「Use Intel C++」を選択する。 

   
 

② ソリューション エクスプローラー内のプロジェクトを右クリックして表示されるプルダウン

メニューから「Intel Parallel Composer 2011」－「Use Intel C++」を選択する。 
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③ プロジェクトプロパティページから、「構成プロパティ」－「全般」－「プラットフォームツ

ールセット」の値を“Intel Parallel Composer 2011”に設定する。上記 ①、② の方法で切り替

えた場合も、この値が変更されます。 

 

   
 
 
 

４．Composer 2011のプロジェクトプロパティページについて 

VS2010 上に表示される Composer 2011 のプロジェクトプロパティページには、“[Intel C++]”の

文字が付いたオプションエントリーが追加され、Composer 2011 用のコンパイラーオプションが

グループ化されています。 

 

VS2010 上でのプロパティページ：     VS2008 上でのプロパティページ： 

  

「Intel Specific」オプションのみ 
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しかし、Highest Optimization（/O3）はインテル固有のオプションですが、利便性のため「C/C++」

－「Optimization」－「Optimization」に表示されています。 

   
 
 

５．Composer 2011 のアイコンについて 

VS2010 上では、使用するコンパイラーを Composer 2011 に切り替えてもソリューションエク

スプローラ内に、Composer 2011 のアイコンが表示されません。 

 

VS2010 上での場合：    VS2008 上での場合： 

     

(アイコンが表示 

されない) 
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６．実行コンパイラーの確認方法 

VS2010 のソリューションエクスプローラには、Composer 2011 のアイコンが表示されないので、

実際にコンパイルを実行するコンパイラーが分かりづらくなっています。また出力ウィンドウに

実行コンパイラーの情報も表示されません。ここでは、実際にコンパイルを実行するコンパイラ

ーの確認方法を２つ紹介します。 

 

 プロジェクトプロパティページから、「構成プロパティ」－「General」－「Platform Toolset」

に設定されている内容を確認する。 

 
 

 プロジェクトプロパティページの「構成プロパティ」－「C/C++」－「General」－「Suppress 

Startup Banner」の値を“いいえ”に設定してコンパイルを行い、出力ウィンドウに表示され

る実行コンパイラーの情報を確認する。 
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７．プロジェクトファイルについて 

VS2010 では、これまで使用されていた Intel C++ Compiler 用のプロジェクトファイル（.icproj）

は使用されず、Visual C++ Compiler 用のプロジェクトファイル（.vcxproj）を共有します。 

VS2010 のプロジェクトファイル：  VS2008 のプロジェクトファイル： 

  
 
このファイルを Visual C++ と Intel C++ とで共有する  

 

８．VS2010 プロジェクトへの変換について
VS2008 など以前の Visual Studio で作成されたプロジェク

ジェクトの変換が必要となり、いままでのプロジェクトファ

ジェクトファイル（.vcxproj）に変換されます。その際、Inte

ル（.icproj）も .vcxproj ファイルに変換されます。変換後は

ジェクト変換ログには“削除可能”のコメントが記述されま
 

(VS2008)  
 .vcproj 

変換 
 .icproj 
 

  

（.icproj → .vcxproj 変換） 

（.vcproj → .vcxproj 変換） 
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このファイルは VS2010 では不要 

 

トを VS2010 で使用する場合はプロ

イル（.vcproj）は、VS2010 用プロ

l C++ Compiler 用プロジェクトファイ

 .icproj ファイルは不要となり、プロ

す。 

(VS2010) 

.vcxproj 

 


